












由 井 紀 久 子
YUIKikuko
キーワード:モラヴ,～チモラウ,意味の抽象化,意味の禿薄化,概念化























































































































































点格と者点格にあらわれる人物が,外側の構造 〔私は隣の人に 〔 〕も
らう〕における人物と一致している｡ この場合, 〔隣の人が私に 〔 〕
くれる〕に言い換えることができる場合である｡(17′)も同様である｡一
方,(18′)の場合 ｢君｣は ｢私｣めあてに ｢言いふらしている｣のではな
く, ｢言いふらしている｣事態を表現主体が自分と関わ りあると認め,モ




































4.統 合 的 分 析
次に本動詞と補助動詞用法の意味成分を統合して考察してみる｡
(23) モラウの意味成分
本 動 詞 恩恵補助動詞 行為影響補助動詞
移 動 具体物弓〉人弓)抽象観念 行為 事態≡
起 点 他者 他者 】 (希薄化)
着 占 自分側 自分側 自分側
方 向 求心 求心 求心



















5. ま と め
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